
揖斐農林事務所の普及活動状況 令和６年 11 月 28 日現在 

■新規就農者 就農面談を実施 

 11月 11日に、揖斐総合庁舎で専門家を交え、就農支援チーム（揖斐

農林事務所、町、ＪＡで構成）による面談を行った。 

 農業普及課では、新規就農者の相談に応じて経営規模、作付品目、

機械設備、融資等について助言を行うとともに関係機関と連携して

伴走支援を行っている。 

 今後も新規就農者が安心して営農継続を行うため、個々の実情に

合わせたきめ細かな伴走支援を行う。 

 

 

■４Ｈクラブ いび川マラソンで出店 

11月10日のいび川マラソンの開催日に、４Ｈクラブで出店し、

自分たちで生産している農産物（米、きゅうり、さつまいも等）

の販売を行い、県内外を含めた多くの来場者に地元の農産物、地

域農業をＰＲした。 

次年度以降も販売に関する情報収集や仲間づくり等を目的に

いび川マラソンでの出店を続ける予定で、農業普及課もクラブ活

動活性化のため支援を行う。 

 

 

■かき 「富有」出荷始まる 

11 月 17 日に、大野町かき振興会で生産された主品種「富有」の出

荷が始まった。 

今年の「富有」の生育は、秋の高温乾燥で果実肥大はやや小ぶり、

着色は平年に比べ遅いが食味は良好となっている。また、果樹カメ

ムシ類による被害が多発したため、障害果実の発生が多くなってい

る。「富有」の出荷は 12 月に入ってからピークを迎え、12 月中旬頃

まで続く。 

農業普及課は果実の肥大・着色状況を調査し、品質を向上させる

ため、情報提供と技術指導を実施した。今後、技術部会や役員会等

で今年の結果を評価する予定である。 

 

 

■大豆 種子生産ほ場審査を実施 

 11 月 18 日に、大野町、池田町の大豆（品種：フクユタカ）種子生

産ほ場で、ＪＡいび川と協力し、成熟期ほ場審査を行った。 

大豆種子は、大野町採種圃生産組合と池田町の農業法人が、約 30

ｈａで生産している。一部のほ場では、８月下旬以降の害虫の多発

生（ハスモンヨトウ等）と開花期以降の高温影響により減収が見込

まれる。 

収穫後、生産物審査（発芽試験）を行い、来年作の種子として利

用する予定としている。 

農業普及課では、今年度の生産上の課題を整理し、安定生産に向け

た栽培管理の支援を行う。 
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■茶 産学官連携による和紅茶の販売を開始 

11 月３～４日に開催された岐阜大学祭において、岐阜大学、（有）

サポートいび、岐阜県の産学官連携により、これまで５年間、特長

のある香気を高めることを目的に試行錯誤してきた和紅茶の販売を

開始した。 

特長のある香気とは、農薬使用を止めることにより害虫（チャノ

ミドリヒメヨコバイ）が加害する過程で生じる蜜香が発揚したもの

である。 

抽出販売した和紅茶の評価は高く、今後はＪＡいび川直売所でテ

ィーバックによる販売を予定している。 

農業普及課は、引き続き、特徴のある茶づくりとして紅茶等の売れ

る茶づくりの製造、製品化に向け支援を行う。 

 

 

■いちご ほ場巡回及び研修会の開催 

 11 月 14 日、25 日に揖斐川町、大野町の各組合でほ場巡回と研修

会を行った。当日は試験研究機関、市場関係者らも参加した。 

ほ場巡回では、生育状況や収穫開始時期の確認、研修会では農業

普及課から 12 月以降の栽培管理、試験研究機関から情報提供、市場

から販売情勢を情報提供し、いちご産地の活性化に向けて意見交換

を行った。 

これから本格的な出荷シーズンに突入するため、農業普及課では、

引き続き技術支援を行う。 

 

 

■なす いび川夏秋なす生産組合反省会 

 11月 28日に、ＪＡいび川担い手サポートセンターにおいて、反省会

を行い、生産者、関係機関 9名が出席した。 

 令和６年産は、夏季期間では高温による花落ち、病害虫発生により

栽培が難しい年となった。 

 農業普及課は、次年度に向けた栽培管理上の注意点、農作業安全と

ＧＡＰ取組み推進についての研修を行った。研修後、生産部会から、

「農作業の事故が起こらないよう、農作業安全に関するＧＡＰに取り

組もう」との提案があった。 

 今後も関係機関と連携し、ＧＡＰ取組み推進並びに技術支援を行う。 

 

 

■飛騨美濃伝統野菜 岐阜大学祭でＰＲ活動を実施 

 11 月３～４日に開催された岐阜大学祭で、岐阜大学里山暮らし応援

隊（以下応援隊）は、ふるさと春日地域づくり協議会春日伝統野菜ク

ラブと連携し、貝原棚田での活動、揖斐地域の薬草、伝統野菜や徳山

なんば等の地域資源をＰＲした。徳山なんばの加工品に加え、旧徳山

村の伝統食「地獄うどん」や揖斐地域の薬草を使用した「岐阜コーラ」

の販売を行った。 

 農業普及課は、今後も伝統野菜の栽培指導等を通じて、応援隊の活

動支援を行う。 

中山間地域を守り育てる対策 
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